


白クラフトと茶色クラフトの紙袋：印刷再現性、強度、コスト、ブランドとの適合性

Details
結論： 白クラフトと茶色クラフトの紙袋を選ぶ際、デザインが淡い色、フルカラーのCMYK、または正確なブランドカラーに依存し、すっきりとして高級感のある仕上がりを求めるなら、
白（漂白）クラフトを選んでください。一色または二色の濃いインキで印刷し、グラム当たりの引裂強さと破裂強さがより必要で、単価を抑えつつ自然な風合いを求めるなら、茶色（未漂白）
クラフトを選んでください。どちらの色も、自動的に食品安全、防水、または「環境に優しい」わけではありません。それらの性質は、袋の背後にあるコーティング、構造、および書類によっ
て決まります。

多くのブランド担当者や調達チームは、白クラフトと茶色クラフトの紙袋の選択を好みの問題として扱います。デザイナーは「高級に見える」から白を選び、バイヤーは「エコに見える」か
ら茶色を選びます。その結果、基材がブリーフを静かに覆してしまいます。深緑のロゴは茶色の原紙ではオリーブ色に印刷されます。白抜きの文字は紙に溶け込んで消えます。白い袋は、茶
色であれば目立たないはずの擦り傷を伴って届きます。同じ坪量の漂白紙は、重い内容物を入れると早く裂けてしまいます。

こうした不具合は、生産費用をすでに支払った後、つまり顧客がブランドを店の外へ持ち出す段階で表面化するため、高くつきます。本ガイドでは、漂白と未漂白のクラフト袋用紙を、色の
再現性、インキの挙動、ブランドの印象、強度、環境特性、単価の六つの観点から比較します。さらに、直感ではなくデザインと用途に基づいて基材を選べるよう、簡単な意思決定プロセス
も示します。
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白クラフトと茶色クラフトの違いは何ですか？
両方の紙は同じ工程から始まります。木材チップはクラフト（硫酸塩）パルプ化工程で蒸解され、セルロース繊維を長く保ち、強い紙を生み出します。茶色クラフトは、そのパルプを漂白せ
ずに残したものなので、茶褐色は残留リグニンによるものです。白クラフトは、残りのリグニンと色の大部分を除去する追加の漂白工程を経ます。その結果、より明るく均一な表面になりま
す。それでも無コートのクラフト紙であり、グロスの高級トートバッグに使われるクレーコートの「アート紙」とは区別されます。

この一つの追加加工工程が、本記事のほぼすべてのトレードオフを説明します。印刷面をより良くし、繊維ネットワークをわずかに弱くし、より高級な見た目を生み、製造コストを上げ、環
境面での評価も変えます。数量ベースでは依然として茶色が主流です。Grand View Researchは、茶色クラフトが世界のクラフト紙袋市場の66.4%超を占めると示し、
白クラフトが最も成長の速い紙の種類だと特定しています。その市場規模は2024年時点で約USD 4.5十億と評価されています（Grand View Researchのクラフト紙
袋市場レポート[1]）。米国に焦点を当てた別の調査でも同じ区分が確認されており、茶色が最大の素材区分、白クラフトが最も速く成長する区分です（Market Research
Futureの米国紙袋調査）。[2]).

https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/kraft-paper-bag-market-report
https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/kraft-paper-bag-market-report
https://www.marketresearchfuture.com/reports/us-paper-bags-packaging-market-20209
https://www.marketresearchfuture.com/reports/us-paper-bags-packaging-market-20209


白クラフト紙と茶色クラフト紙への印刷：色とインキの挙動
印刷再現性は実務上最も大きな違いであり、その原因は物理的なものです。紙袋に使われるフレキソインキやオフセットインキはほぼ透明なため、紙の色がすべてのインキ層の下にあって、
その色を変えてしまいます。茶色クラフトでは、黄色はマスタードやくすんだ色になります。赤はレンガ色寄りに暗くなります。淡い青や緑はティールやオリーブ色に寄ります。パステルカ
ラーと白は、印刷機がまず不透明な白の下地を施さない限り、まったく再現できません。その下地は印刷工程を一つ増やし、繊維質の表面ではわずかにグレーやまだら模様に見えることもあ
ります。

白クラフトは、その色味のほとんどを取り除くため、淡い色、多色のデザイン、CMYK画像が、承認済みのデザインにはるかに近く見えます。ただし、クラフト紙をコート紙に変えるわけ
ではありません。白クラフトも茶色クラフトも無コートで吸収性があります。インキは繊維の中に広がり、この効果はドットゲインと呼ばれ、細かい網点、極細罫線、小さなセリフ体の文字
を埋めてしまいます。実務上の影響は次のとおりです：

無コートの参照見本と照合する。 Pantoneの「U」（無コート）ターゲットを指定し、「C」は指定しないでください。色の承認は、画面やコート紙の校正刷りではなく、
実際の紙の上で行ってください。
茶色クラフトはコントラストを生かしてデザインする。 黒、ネイビー、深緑、ボルドーなど、一色または二色の濃く鮮やかなインキは、茶色の上で意図的に映えます。グラデーショ
ンや写真は、通常は映えません。
どちらの紙でも細部には十分な余裕を持たせる。 コート紙の場合よりも、粗い網点、より太い最小罫線、より大きな最小文字サイズを使用してください。
色の許容差を取り決める。 署名済みのドローダウン見本に対する測定可能なΔEの上限を定めれば、「緑がずれて見える」という感覚を合否判定に変えられます。

白クラフトは、製紙工場や紙のロットごとに明るさも異なるため、追加注文が初回より冷たく、または暖かく見えることがあります。シーズンをまたいで色の一貫性が重要な場合は、紙の調
達元を固定するよう依頼してください。製品ページでは、 カスタム白クラフト紙袋で、デザインの読みやすさと色がどのように守られるかを説明しているため、本ガイドではそのワークフロー
を繰り返しません。

https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-white-kraft-twisted-handle-shopping-bags.html


強度：漂白が紙にもたらすもの
漂白はリグニンを除去し、化学処理によって一部の繊維が短くなり弱くなることがあります。業界の調達比較では、同一坪量であれば未漂白クラフトは漂白クラフトより破裂強さが
約20–30%高いと見積もられるのが一般的です。この数値は認証された値ではなく、計画上の目安として扱ってください。パルプの配合、製紙工場、水分含有量によって結果が変わるた
めです。引裂強さも同じ傾向に従います。

実際には、袋が破損する原因として色が問題になることはまれです。紙袋に関する購入者の苦情は、持ち手の抜け、糊線に沿った底の開き、縫い目の裂けに集中しています。これらは構造と
接着の欠陥であり、どちらの色にも現れます。漂白が変えるのは余裕です。同じ紙の坪量で茶色から白に変えると、強度の余裕が少し減るため、通常は坪量を上げるか、持ち手の補強パッチ
や底板を追加して対処します。どちらの色の無コートクラフトも、濡れると強度が大きく低下します。白い袋が雨に対して茶色の袋より弱いわけではありません。どちらもコーティングなし
では耐水性はありません。

両方の紙を客観的に比較するには、「ヘビーデューティ」のような形容詞ではなく、公認の試験方法による試験結果を依頼してください。参考になる規格は、破裂強さについてはISO
2758、引裂強さについてはISO 1974、引張強さについてはISO 1924-2、吸水性についてはコッブ試験（ISO 535）です。両方の紙を同じ坪量で試験するよう依頼し、
比較が漂白の影響だけを切り分けられるようにしてください。

ブランドの印象と実際の使用時の劣化
買い物客は、ロゴを見る前に2色の印象を異なるものとして受け取ります。白クラフトは清潔感、モダン、クリニカルな印象を伝えるため、薬局、化粧品店、ブティック、ベーカリー、高級
フードサービスでよく見られます。茶色クラフトはナチュラル、職人的、未加工の印象を伝えるため、オーガニック食料品、コーヒー、農産物、手作りのストーリーを軸とするブランドに合
います。どちらの印象も正しい、または誤っているということはありません。問題は、ブランドの他の要素と矛盾する色を選ぶことです。たとえば、素朴な茶色の上に黒と金の高級ブランド
を載せたり、明るい漂白白にゼロウェイストのブランドを載せたりすることです。

白には、茶色では隠れている運用上のコストがあります。指紋、工場の床による靴跡、油染み、カートンのこすれ、曲がった持ち手は、すべて明るい表面では目立ちます。茶色クラフトでは、
同じ欠陥がしばしば気づかれません。白を選ぶ場合は、それに備えてください。外観の検収基準を厳しくし、内装の梱包を改善し、在庫を床に置かないような店舗運用を整えます。目に見え
る油が出る持ち帰り食品には、無地の白よりも、茶色または防油ライナー付きの袋の方が、ブランドの印象を守れる場合があります。

環境特性：漂白クラフト紙と未漂白クラフト紙
茶色クラフトの方が、話が単純です。漂白工程と、その工程で使われる化学薬品やエネルギーを省くため、再生素材を含むものも入手しやすくなっています。白クラフトは、再生パルプでは
明るく均一な白に達しにくいため、大部分がバージンファイバーから作られています。ただし、どちらか一方が自動的に持続可能な選択というわけではありません。印刷して主張できる環境



表示は、色ではなく、構造と根拠によって決まります。

リサイクル可能性。 米国FTCのグリーンガイドでは、無条件の「リサイクル可能」表示には、消費者の大多数がリサイクルを利用できることが必要とされ、その基準は少なくと
も60%（16 CFR 260.12[3]）。プラスチックラミネート、PP製ロープの持ち手、金属製アイレットは、どちらの色でもこの表示を弱めます。
再生素材含有。 部分的な再生素材含有は、通常は重量比の割合として明示する必要があります（16 CFR 260.13[4]）。この分野は、茶色クラフト原紙で裏付けする方
が容易です。
責任ある調達。 漂白紙と未漂白紙は、どちらもFSC表示を付けることができます。サプライヤーの管理過程証明書は製品を対象としている必要があり、次の FSC認証データ
ベースで確認できます。[5].
コンポスト化可能性。 紙は「天然」だからといって、コンポスト化可能のラベルを得られるわけではありません。紙にポリマーコーティングやフィルムを加え、袋を「コンポスト
化可能」と表示する場合、 ASTM D6868[6] が産業用コンポスト化の表示要件を定めています。

食品への使用も同様です。袋の色は食品接触について何も示しません。米国では、水性および脂肪性食品に接触する紙には、 21 CFR 176.170[7]の規定が適用され、抽出物の上
限は食品接触面の平方インチ当たり0.5 mgと定められています。乾燥食品には、 21 CFR 176.180[8]の規定が適用されます。耐油性はもはやPFAS処理に頼ることはで
きません。FDAは2024年二月に、 米国の食品包装向けPFAS耐油剤はもはや販売されていないと報告し[9]、その後、 35件の関連食品接触届出は有効ではなくなったと[10]判断
しました。EUでは、食品接触包装向けのPFAS制限が八月12日、2026年から適用されています。最近のレビューでは、PFASと全面的に同等の単一のフッ素フリー材料は見つ
からなかったものの、用途に特化したシステムは競争力のある性能を発揮できるとされています（New Food Magazine[11]）。欧州の紙袋メーカーも、自社の 食品接触ガイ
ドライン[12]を更新しています。このガイドラインは、袋の組成、食品の種類、温度、保管期間とコンプライアンスを結び付けています。依頼すべき文書は、次の 白クラフト紙袋の製品ペー
ジに一覧されています。.

五つのステップで選ぶ方法
まずデザインを点検する。 ロゴとレイアウトに使うすべてのインキを一覧にしてください。白、パステル、黄色、写真的な要素が一つでもある場合、またはブランドカラーが淡色1.
か中間色の場合は、白クラフトから始めてください。デザインが濃い無地ベタの一色または二色で成立するなら、茶色も現実的な選択肢です。
荷重と取り扱いを定める。 想定される最大の充填量、顧客が袋を持ち運ぶ距離、袋が雨、結露、油に触れるかどうかを書き出してください。重く、湿っており、または油分のある2.
用途では、茶色か、補強を施したより坪量の大きい白い紙が適しています。
必要な表示を決める。 メッセージの中心が「再生素材含有」であれば、茶色の方が調達しやすくなります。高級感とFSCの両方が必要なら、認証が注文品をカバーしている限り3.
白でも問題ありません。
両方の紙で印刷テストを行う。 同じデザインを両方の紙に印刷し、店舗の照明の下で、他の包装と並べて評価してください。色はモニターではなく紙の上で承認してください。製4.
品ページでは、 サンプリングと検収基準 について詳しく説明しています。
同条件で比較見積もりを依頼する。 両方の紙について、同じサイズ、坪量、インキ数、持ち手の種類、数量で価格を依頼してください。漂白紙は追加の加工工程があるため通常は5.

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.13
https://info.fsc.org
https://info.fsc.org
https://v1backup.astm.org/Standards/D6868.htm
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176/subpart-B/section-176.170
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176/subpart-B/section-176.180
https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-announces-pfas-used-grease-proofing-agents-food-packaging-no-longer-being-sold-us
https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-determines-authorization-35-food-contact-notifications-related-pfas-are-no-longer-effective
https://www.newfoodmagazine.com/new-food-explains-what-viable-pfas-free-food-packaging-really-requires/2136538.article
https://www.cepi-eurokraft.org/?p=5494
https://www.cepi-eurokraft.org/?p=5494
https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-white-kraft-twisted-handle-shopping-bags.html
https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-white-kraft-twisted-handle-shopping-bags.html
https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-white-kraft-twisted-handle-shopping-bags.html


高くなりますが、その差は他の仕様がすべて同じになって初めて意味を持ちます。

白クラフト紙袋と茶色クラフト紙袋：並べて比較

項目 白クラフト（漂白） 茶色クラフト（未漂白）
加工 クラフトパルプに、残留リグニンを除去する漂白工程を加えたもの 漂白しないクラフトパルプ。リグニンにより茶褐色になる
色の再現性 淡色、CMYK、ブランドカラーをデザイン意図に近く再現 基材が多くの色を変え、淡色インキには不透明な白の下地が必要
インキの挙動 無コートで吸収性あり。ドットゲインにより細部の再現は制限される 無コートで吸収性あり。濃い無地ベタに最適
ブランドの印象 清潔、モダン、高級、クリニカル ナチュラル、職人的、エコ、素朴
同一坪量での強度 やや低い。坪量アップまたは補強で補う 破裂強さと引裂強さが高い（破裂強さは通常およそ20–30%高いと見積もられる）
湿潤時の性能（無コート） 濡れると弱くなる 濡れると弱くなる
汚れやスレの見えやすさ 高い 低い
再生素材含有 大部分がバージンファイバー 再生素材含有品が広く流通
食品接触 色ではなく、紙、コーティング、書類によって決まる 色ではなく、紙、コーティング、書類によって決まる
相対的な単価 同一仕様では高い 同一仕様では低い
代表的な用途 ブティック、化粧品、薬局、ベーカリー、イベント 食料品店、テイクアウト、コーヒー、農産物、クラフトブランド

FAQ
FAQ：茶色クラフト紙袋に白インキで印刷できますか？

はい、不透明な白インキ、または色の前に印刷する白の下地を使えば可能です。工程が一つ増え、コストと見当ずれのリスクが上がります。また、粗いクラフト繊維の上では、白がわずかに
半透明またはグレーに見えることがよくあります。複数のデザイン要素が白に依存する場合は、白クラフトから始める方が一般にシンプルで、仕上がりも安定します。

FAQ：白クラフト紙は白いコート紙と同じですか？

いいえ。白クラフトは漂白されていますが無コートなので、つや消しで、わずかに繊維質の表面を保ち、インキを吸収します。コート系のアート紙は、鉱物コーティングによってよりシャー
プな写真と光沢を与えますが、手触りが異なり、通常は日常的なクラフト紙袋ではなく、高級トートバッグに選ばれます。



FAQ：茶色クラフト紙袋は常に白より環境に優しいですか？

茶色クラフトは漂白工程を省き、再生素材を含むものを調達しやすいため、その点は有利です。ただし、ラミネート、プラスチック製の持ち手、根拠のない表示があると、その利点は打ち消
されることがあります。一方、紙製の持ち手でフィルムを使わない白い袋は、紙として引き続きリサイクル可能です。色だけでなく、構造全体と各表示の根拠を判断してください。

FAQ：ベーカリーやテイクアウト食品には、どちらの色が適していますか？

色によって食品の安全性が決まるわけではありません。茶色は油染みをよりよく隠し、白はよりすっきりとしたベーカリーらしい印象を支えます。油分や水分の多い食品には、どちらの色で
も適切な食品接触用バリアまたはライナーが必要で、食品の種類と使用条件に合った文書で裏付ける必要があります。

FAQ：追加注文は、最初の白クラフト生産と同じ仕上がりになりますか？

必ずしもそうではありません。白さと色味は製紙工場や紙のロットごとに異なり、インキの見え方も変わります。署名済みの印刷見本を保管し、紙の調達元を記録し、色の一貫性が重要であ
れば、再注文時にも同じ紙を依頼してください。

FAQ：茶色クラフト紙袋は高級に見えますか？

はい、基材に合わせてデザインされている場合は可能です。具体的には、濃いインキを一色、十分な余白、綿製やリボン製の持ち手などの上質なディテールを組み合わせます。茶色が安っぽ
く見えるのは、主に白い紙向けにデザインされたものをそのまま茶色に印刷した場合です。

要点
茶色クラフトは依然として市場首位ですが、成長の速い区分は白クラフトです。 — 66.4%以上：2024年の世界のクラフト紙袋に占める茶色の割合（出典）)
両方の基材への需要は、米国で着実に伸びています。 — 米国の紙袋包装の予測CAGRは4.42%、期間は2025–2035（出典）)
「リサイクル可能」表示は、紙の色ではなく、回収へのアクセスによって規定されます。 — 無条件の表示に必要な消費者のアクセスは少なくとも60%（出典）)
食品接触の適合性は、「クラフト」や「白」ではなく、規制によって定められます。 — 水性および脂肪性食品向けの抽出物上限は0.5 mg/in²（出典）)
米国では、耐油性をPFAS処理に頼ることはもはやできません。 — 35 PFAS件の食品接触届出は有効ではなくなった（出典）)
EUでは、食品接触用の袋にPFAS制限が適用されるようになりました。 — 八月12日、2026年以降適用（出典）)

結論
白クラフトは、袋の上でブランドがどう読まれるかを高めます。茶色クラフトは、グラム当たりの強度が高く、擦れを隠し、より単純な環境ストーリーを、より低コストで支えます。まずデ
ザインで最初の判断を下し、紙の坪量は荷重と取り扱い条件に基づいて決め、すべての表示は色ではなく文書に基づいてください。デザイン点検で白が適していると分かった場合は、 ねじり
持ち手付きのカスタム白クラフト紙袋 の選択肢を確認し、実際のサイズ、数量、デザインに基づく見積もりを依頼してください。
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